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第1編 原 始 ・古代 一考 古 資料 一

1原 始 ・古 代 考 古 年 表

西 暦 時代 主 要 遺 跡 要 項

旧時 陣 ケ 岡 遺 跡 阿武隈川を見下 ろす,西 岸丘陵上にあ る遺跡である。

石 (三城 目) 昭和22年3月 石材採掘中 に発 見された。成 田型刃器と呼

器代 ば れ て い る。

紀元前1万 年 下荒具C遺 跡 泉川の南岸河岸段丘上 にあり,や や北下 りの平規地で
(中 畑) ある。並行沈線文・連続刺突 文・貝殼腹縁文 をもつ早期の

土器 ・石器が発見され てい る。

縄 松 房 池 遺 跡
(中 畑)

松房池周辺にある遺跡 で前期の土器が発 見されている。

赤 沢 山 遺 跡 前期の土器 ・石器が発 見 されている。

文 (大和久)

越 中 山 遺 跡 泉 川の南岸はん濫原 を見下 ろす台地上 にあ る。昭和48

(中畑) 年 に発掘調査が行なわれたが,開 墾の際遺構 は破壊 され

時
土器 ・石 器が発見されてい る。 中期後半 の ものである。

向 原 遺 跡 中期 の土器 ・石器が発見 され ている。
(松倉)

代 柏 山 遺 跡 昭和37年 に開田され,近 くに毒清水 と呼ばれる清水が

(中畑) あ り,縄 文 中期から後 期 にかけての遺跡であ る。

赤 沢 遺 跡
(大 和久)

紀元前100年 稲作文化が東北南部 に入 り,石 川町の鳥内遺跡に伝わ
っ た 。

弥 一 本 木 遺 跡 微高地か ら甕形土器が発 見された。

(中畑新田)

生 赤 沢A遺 跡 中期の土器が出土 した。

(大和久)

愛 宕 下 遺 跡 土器 ・石鍬 が出土 した。
時 (中畑)

カ ヤ マ 遺 跡 中期 の土器 と石鍼 ・管 玉力咄 土した。

代 (中畑)

大 久 保 遺 跡 弥生 の住居蛙が土師 の住居 と切 り合って発見され,土

(中畑) 器 ・石 器が発見された。
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西 暦 時代 主 要 遺 跡 要 項

赤 淵 遺 跡 阿武 隈川の西岸にあ り,弥 生土器が発見された。
(神 田〉

紀 元400年 弥生時代に発生 した稲作文化は,矢 吹地方に も豪族 の
誕生 をうなが し,阿 武 隈川沿岸に古墳 文化が栄えた。

塚 原 古 墳 前 方後円墳,本 体 は組 合せ石棺である。
(中 野目)

谷 中 占 墳 阿武隈川の西岸 に沿 って南か ら1号 ・2号 ・3号 と横
(三 城目) 穴式石室 を有する古墳群 で,1号 は前方後円墳 と考 えら

れ,埴 輪 が 発見 され て い る。

前 谷 中 遺 跡 谷中 古墳群の西方400mに ある微高地で周辺 は水 田で

古 (三城 目) ある。約1万m2に 及ぶ古墳時代の集落趾である。

鬼 穴 古 墳 阿武隈川の氾濫源 を見下ろす斤陵上にあ り,横 穴式石

(三城 目) 室 を持つ円墳 で埴輪が発見 された。

鉢 内 遺 跡 泉川沿岸の遺跡で古墳時代の集落肚かあった。工事中
(中畑) 住居坦Lが発見 された。

墳 甲三 ツ段古墳 山上群 集墳 と考 えられ る。現在三基の円墳 か認め られ
(明新) て い る。

弘 法 山 古 墳 神田から三城 目へ通 じる道路 に接 した群 集墳で約三十
(三城 目) 基の古墳 が認め られる。

清 水 塚 古 墳 群集墳 であるが,現 在は三基の古墳が認め られ る。
(松 倉)

時
塚 の 腰 古 墳 群集墳 でかつては三 十基以上あったと記録されている。

(三城 目) 直刀が出土 した。

下 荒 具 古 墳 中畑 に入 る旧道の山中にある。現在 は二基が残ってい

(中 畑) る 。

館 の越横穴墓 中畑観音山館の南面 にあり,道 路工事 により発見,人
代 (中畑) 骨 ・直刀が発見された。

久当山横穴墓 阿武隈川のはん濫原 を見下ろす石山のがけ面に築 かれ

(三城 目) た横穴墓群である。

沼和久横穴墓 阿武隈川に近 く丘陵 の末端部水田に面 して,数 基の横

(明新〉 穴の落 ち込みが見 られ る。

大 久 保 遺 跡 館の腰横穴墓の北部台地 にある集落 趾で,一 辺10mの
(中畑) 竪穴住居 を中心 としている。
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第1編 原始 ・古代 一考古 資料 一

西 歴 時代 主 要 遺 跡 要 項

行 馬 遺 跡 前期 の集 落}止で,角 柱 を用 いた住居地が発見されてい
(中 畑) る 。

奈

か に 沢 遺 跡
(中 畑)

奈良前期 の瓦窯趾 とその工 人の住居地で,「 寺」の箆書
のある瓦か ら白河市借宿廃寺 に使用 されたもの と考え ら

れる。

良 三 峰 森 遺 跡 隈戸川 を見下ろす台地上の集落趾 である。

(大 和久)

時
森 郭 遺 跡

(大 和 久)

台地上 の集落±止で周辺 に堀趾がみ とめられ,水 田とな
っている。一辺8mの 竪穴住居 を中心 とした住居±止の集

代 落である。直刀が発見された。

～

国 神 遺 跡
(中 畑)

森郭 の南にある遺跡で土製の曲玉が発見 された。使途

不明の遺構 と住居吐が発見された。中世に舘 とした。

平
下 荒具B遺 跡

(中畑)
奈良前期の製鉄遺構かあ り,軍 団兵士用の下げ砥か発

見され てい る。奈良後期 まで使 用され,墨 書土器「王」の
銘を有す るもの をはじめ,多 数発見され た。

安 後 原 遺 跡 久当山横穴墓群の東北 にひろがる集落趾である。

(三 城 目)

時
寺 山 遺 跡 泉川沿岸の集落地である。製鉄遺構 を中心 とする遺跡

代
(松 倉) で多くの墨書土器が発見された。

太 子 堂 遺 跡 工事中に「壬」・「申」の墨書銘 のある土師器が発見 され

(中 畑) た 。

七 軒 遺 跡 丘陵上 に発達 した集落 坑である。土師の竪 穴住居群が

(松 倉) 発見され,鉄 釘 を使用 して いる。

このほかこの時代 の遺跡 は堰 ノ上 ・井戸尻 ・狐石 ・笹

目平 ・山王の各遣跡が大和 久に,新 地原遺跡 が松倉に,

芹沢 ・北 田 ・上 ノ原の各遺跡が柿之内に,古舘 ・本城館 ・
吉作の各遺跡が三城 目に,岡 の内 ・城代遺跡が神 田に,
屋敷耕地前 ・乙江沢遺跡が明新 にある。
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2矢 吹 町 遺 跡 地 名 表

o遺 跡 名 は今 まで使 用 して いた名称 を あげ た。

O所 在 地 は新 字名 に よる。

O地 目は変更 が あるか も知 れない。

O番 号 は矢吹地 区内100

中畑地 区内200

三神地 区内300

0全 国遺跡 地図 に登載 され てい る もの にっ い ては番号 を付 した
。

O図 録 番号 は本 資料 編収 載番 号 であ る。

o細 部 の散布 地 な どは割 愛 した もの もあ る。

O本 地 名表 は昭和51年1月 町 史編纂専 門委 員 会考古 ・古代部 会 で調製 した
。

弥生式土器 明新 中(平 林)出 土 渡辺福松氏蔵
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第1編 原始 ・古代 一考古 資料 一

遺 跡 名 所 在 地 地目
遺跡の
種 類 主な出土品 備 考 全国遣跡

地図番号
図録番号

101 花 咲 山 矢吹字花咲 畑 散布地 縄文 ・弥生
30

380

102 牛 募 作 〃 字新町 畑 住居趾 縄 文 縄文土器 ・磨製石斧
30

387

103 大 林 〃 字大林 宅地 散布地 弥 生 土師器を含む 宅地欠
30

388

104 一 本 木
中畑新田字一本木 畑 散布地 弥 生 宅地欠 12

105 赤 沢 山 大和久字赤沢・ 山林 包含地 縄 文 縄 文前期 ・後期
インターチェンジ工事欠

30
386

106 赤 沢A 〃 字赤沢 畑 散布地 弥 生
30

384

107 赤 沢B 〃 字赤沢 山林 散布地 土 師 30
385

108 平 山 〃 字平山 畑 散布地 土 師 東北自動車道
30

376

109 狐 石A 〃 字狐石 畑 住居趾 土 師
東北自動車道

墨 書銘 土師器45.6.5調

30

377

78～

80

110 堰 の 上 〃 字堰ノ上 畑 住居趾 土 師
東北自動車道

須恵器 を含む45,5,7調

30

378

83～

87

111 井 戸 尻 〃 字井戸尻 畑 住居趾 土 師
東北自動車道

45.6.5調
30

379
81,

82

112 三 峰 森 〃 字三峰森 畑 住居吐 土 師
東北自動車道

45.5.7調
30

381
88～

92

113 笹 目 平 字笹目平 畑 散布地 土 師

114 山 王 〃 字笹目平 畑 散布地 土 師

115 西 後 〃 字西後 山林 古 墳 土 師
30

496

116 北 田 柿ノ内字北田 畑 住居趾 土 師
30

366

117 芹 沢A 〃 字田内 畑 包含地 土 師
30

493

118 上 ノ 原 〃 字上ノ原 畑 散布地 土 師

119 深 沢 大和久字深沢 畑 散布地 縄 文 縄文後期

120 狐 石B 〃 字狐石 畑 散布地 縄 文 縄文後期

121 芹 沢B 柿ノ内字田内 畑 包含地 縄 文 凹石 ・縄文

201 乗 越
508

中畑字 中畑i
506

畑 散布地 土 師 縄文 ・須恵 ・石籏

202 藤打山古墳 〃字中畑 山林 古 墳 円墳
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遺 跡 名 所 在 地 地目 遺跡の
種 類

主な出土品 備 考 全国遺跡
地図番号

図録
番号

203 狐 山 中畑字中畑螺 畑 散布地 土 師 縄文 ・弥生

204 狐山古墳群 〃字中畑南ll 山林 古 墳 円墳

205 渡 池 上 〃 字中畑南ll 畑 散布地 縄 文
磨製石斧・土師器(墨書銘)
土偶 ・石鎌

206 寺 山 〃 字松房lll 畑 散布地 土 師
土師孤(墨 書銘)
製鉄石臼45.12調

101～
106

207 寺 山 古 墳 "字 松房 山林 古 墳 円墳
38

29

208 入 久 保
577

〃 字松房586
587

畑 散布地 土 師

209 太 子 堂
619

〃 字松房629
631

〃 散布地 土 師 土 師珂 ・「壬 」「申」墨書銘 12ユ,

122

210 五 斗 蒔1
148102

〃 字 松 房149101

150

〃 散布地 弥 生 土師を含む

211 〃2 〃 字 松房135 〃 散布地 土 師

212 堤 内 池
542

〃 字松 房543
544

〃 散布地 土 師

213 登 喜 内 〃字松房携 〃 散布地 土 師

214 館 山 下 〃字根宿翻 〃 散布地 土 師 須恵器 を含む

215 館ノ越古墳群 〃 字根宿771 山林 古 墳 横 穴 直刀 ・人骨
29.10.13発掘

30
419

216 やらい(行馬)
452

〃 字根宿1
591

畑 住居趾 土 師
46.3.20発 掘

50～
63

217 下 荒 具A 〃 字中畑 畑 散布地 弥 生 土師を含む

218 〃B 〃字根宿 畑 住居趾 土 師
48,3.10発 掘

42～45

107-

120

219 〃C "字 根宿 畑 散布地 縄 文 縄文 ・くぼみ石 ・石鑑
48.3.10発 掘

5.6

220 下荒具古墳 〃 字根宿 山林 古 墳 円墳 33

221 鉢 内
525

〃 字根 宿1
537

畑 住居趾 土 師 土師II1・ 須 恵器 を含む 46～

49

222 地 極 山 〃 字中畑髭 畑 散布地 土師 ・須恵

223 北 原
152

〃 字根宿1
265

畑 散布地 土 師 須恵 ・磨製石斧

224 北 原 経塚 〃 字根宿 山林 経 塚 一字一石経

225 錦
549

"字 中畑1
744

畑 住居趾 土 師 土師m～V
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第1編 原始 ・古代 一 考古 資料一

遺 跡 名 所 在 地 地 目
遺跡の
種 類

主な出土品 備 考
全国遺跡
地図番号

図録
番号

226 森 郭 中畑 字 中畑777790
〃 字国 神109124 畑 住居祉 土 師

土 師VI(墨 書銘)

製 鉄♪d=・石臼47.12,23発 掘

93～
100

227 国 神
283

〃 字 国神1
3013

畑 散布地 土 師 住居焼祭
祀地 ・土製曲玉48.3

64～
70

228 か に 沢 〃 字 国神472 畑 住居肚
瓦窯士止

工房跡
土 師

布 目瓦 ・銅塊
48.31発 掘

38

106

71～

77

229 越 中 山1 〃 字国神 畑 集落止 縄 文 中期土器 ・石鍬皮はぎ 7

230 〃2 "字 国神 畑 散布地 土 師

23ユ 萱 山 〃 字 国神442 水田 散布地 弥 生
土師 ・須恵含む

南御山式石 ・管玉 開田
14,

15

232 谷 地 中 〃 字 国神814 畑 住居 坦二 縄 文
前期土器 ・土師

泉川改修

233 林 崎 〃 字国神lll 水田 散布地 土 師 縄 文 ・須恵 ・石 槍 ・石錺i
開田

234 花 山
51

〃 字 鍋 内1
61

畑 散布地 土 師 須恵含む

235 鍋 内 〃 字鍋内lll 畑 散布地 土 師 須恵含む

236 柳原古墳群 〃 字鍋内ll, 山林 古 墳 円墳

237 寺 内 〃 字寺内 畑 散布地 土 師

238 寺 内 古墳 "字 寺内 山林 古 墳 円墳

239 愛 宕 下 〃字鍋内ll 畑 散布地 弥生 ・土師 縄文 ・石鍛 13

240 大 久 保
345

〃 字大 久保418
404

畑 散布地 土 師 縄文 ・弥生含む
40,

41

241 牡 丹 池 〃字大久保・弥栄 畑 散布地 土 師 弥生 ・須恵含む

242 陳 場 "字 一 本木446 包含地 弥生 ・土師
縄 文 ・須 恵

36.改畑

243 稲 荷 釜 〃 稲荷釜 水田
畑

散布地 土 師
縄 文 ・須 恵

35開 田
30

399

244 松 崎 〃 松崎 畑 散布地 土 師 弥生 ・須 恵 ・石錺i

245 柏 山 〃 柏 山 水田 包含地 縄文 ・土師
弥生 ・打製石斧

開田
30

418

8五

246 北 釜 〃 字 田町695 畑 包含地 弥生 ・土 師 縄文 ・石鍛

247 坂西古墳群 〃 字坂西 山林 古 墳 円墳

248 原 池 大畑字大橋 畑 散布地 土 師
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遺 跡 名 所 在 地 地 目
遺跡の
種 類 主な出土品 備 考

全国遺跡
地図番号

図録
番号

249 谷 地 向 大畑字大畑188 畑 散布地 土 師

250 深 町 〃 字住吉据1 畑 散布地 土 師

251 戸 根 山
〃 字上ノ前316
"字 前久保匿 畑 散布地 土 師

252 赤 羽 下 〃 字赤羽下 水田 散布地 土 師 36開 田

253 沢 尻 〃 字沢尻 畑 散布地 土 師

254 大蔵山古墳群 〃 字前久保 山林 古 墳 円墳

255 七 軒1 松倉字松倉;ll 畑 散布地 土 師 須恵含む

256 上 原 山
239

〃 字松 倉241
491

畑 散布地 土 師

257 新 池 原
666

〃 字松 倉}
671

水田
畑

散布地 土 師
37.開 田

38

27

258 向 原 〃 字諏 訪清水160 畑 散布地 縄 文 弥生 ・土師
38

30

259 阿 部 沢 〃 字諏 訪清水244 畑 散布地 土 師 弥生 ・須恵

260
{凸
呂 剛 〃 字諏訪清水lll 畑 散布地 土 師

261 諏訪清水山 〃 字謝 清水lll 畑 散布地 土 師 須恵 ・石鍛

262 北 向 〃 字 諏訪 清水333 畑 散布地 土 師

263 向 井 〃 字上敷面 畑 散布地 土 師 弥生含む

264 堀 ノ 内 〃 字上敷面 畑 散布地 土 師

265 白 松 山 〃 字 上敷 面150 畑 散布地 弥生 ・土師

266 若 宮 山
13

〃 字上 敷面l
l8

畑 散布地 土 師 須恵

267 小 池 南 〃 字糀久保 畑 散布地 土 師

268 申 矢 保
368

〃 字 清水塚}
377

畑 散布地 土 師 須恵

269 金屋古墳群 〃 字清水塚 山林 古 墳 円墳

270 清水塚古墳群
251

〃 字清 水塚270
271

山林 古 墳 円墳
38

28 34

271 毒 清 水 〃 字清水塚 畑
水田 散布地 弥 生 土師37 .開田

12



第1編 原始 ・古 代 一考 古資料 一

遺 跡 名 所 在 地 地目
遺跡の
種 類 主な出土品 備 考 全国遺跡

地図番号
図録
番号

272 七 軒2 松倉字松倉742
畑

山林 住居趾 士 師 鉄 釘51 ,工場誘致

301 赤 淵 神田字神田東626 畑 散布地 弥生 ・土師

302 城 代 〃 字神田南 畑 散布地 土 師

303 岡 ノ 内 〃 字岡ノ内 畑 散布地 土 師 須恵器を含む
30

436

304 前 谷 中 〃 字神田東 畑 住居上止 土 師 石製模造品(鏡)

305 鬼穴古墳群 〃 字神田東 宅地
山林

古 墳 土 師
埴 輪 ・鉄鑑 ・刀子 ・築玉

擁 警 完了44・ ・調

30
435

22～
27

306 谷中古墳群 〃 字神田東 畑 古 墳 土 師
鉄 錺i・埴輪 ・金環
1号 墳調査 完 了44 ,7調2・3号 未了

16～
21

307 小 又 須乗字小又 畑 包含地 縄 文 30
429

308 陣 ケ 岡 三城目字陣ケ岡 山林 散布地 旧石器
成 田型 刃器

鏡石町成田にまたがる

30

424
1～4

309 吉 作 〃 字吉作 畑 散布地 土 師

310 後 原 〃 字谷中ll 畑 集落群 土 師

311 久当山古墳群 〃 字奉行塚 山林 古 墳 土 師 横穴
3G

434

36,

37

312 塚の越古墳 〃 字塚の越 山林 古 墳 土 師
30

438

28,

29

313 弘法山古墳群 〃 字奉行塚 山林 古 墳 土 師
30
1433

38,

39

314 塚 原古 墳 中野目字塚原 山林 古 墳 土 師 前方後円墳 ・鏡 ・石棺1・ ・437

315 沼和久古墳群 明新字沼和久 山林 古 墳 土 師 横穴式
30

441
35

316 甲三ツ段古墳 〃 字甲三ッ段 畑
宅地

古 墳 土 師 円墳
30

439
80～

82

317 乙 江 沢 〃 字乙江沢 畑 散布地 土 師

318 屋敷耕地前 〃 字屋敷前 畑 散布地 土 師

319 西 原 〃 字西原 水田 散布地 縄 文 石器含む 開田
30

440
1

13



至
仙

至
上
野
駅

1

3矢 吹町遺跡所在図

◎ 旧石器遺跡

⑭一 縄文遺跡

O弥 生遺跡

● 土師遺跡

∩ 古 墳

(番号は所在表による)

14
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4 旧 石 器

陣
ケ
岡
遺
跡

町
三
〇
八

全
国
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・
四
二
四

1陣 ケ岡遺跡附近全景

3 4

5

2

熊
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6

7

8
9
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4旧 石器原始 ・古代 一考 古 資料 一

実測図

 

4

状態噸 ]

ノ

響

第1編

團

陣
ケ
岡
遺
跡

矢
吹
町
大
字
三
城
目
字
陣
ケ
岡
と
鏡
石
町
大
字
成
田
字
町
屋
口
の
石
切
場

一
帯
に
広
が
り
を

持
つ
遺
跡
で
あ
る
。
成
田
形
プ
レ
ー
ト
の
標
準
遺
跡
と
さ
れ
る
、
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
と
縄
文

時
代
中
期
、
古
墳
時
代
の
古
墳
群
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
。

遺
跡
は
阿
武
隈
川
が
大
き
く
湾
曲
す
る
氾
濫
原
に
突
出
し
た
丘
陵
地
で
あ
る
。
江
戸
時
代
か

ら
良
質
の
石
材
の
産
地
と
し
て
採
掘
が
続
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
南
西
部
の
阿
武
隈
川
に
接
し

た
場
所
は
、
数
十
メ
ー
ト
ル
の
奥
行

で
丘
陵
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。
む
か
し
か
ら
土
器
や
曲

玉
直
刀
な
ど
が
発
見
さ
れ
多
く
の
遺
物
が
残
っ
て
い
る
。

旧
石
器
は
、
こ
の
採
石
場
の
表
土
剥
ぎ
作
業
中
に
発
見
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
昭
和
二
十
二

年
三
月
二
十
二
日
阿
武
隈
考
古
館
長
首
藤
保
之
助
が
所
用
の
た
め
、
近
く
の
水
郡
線
泉
郷
駅
に

出
か
け
、
駅
長
と
の
雑
談
中
に
、
同
村
の
石
材
業
者
が
石
器
を
発
見
し
た
こ
と
が
話
題
に
な

っ

た
。
首
藤
館
長
は
早
速
、
そ
の
石
材
店
を
た
ず
ね
石
器
を
調
査
し
、
打
製
皮
剥

(石
匙
)
で
あ

る
こ
と
を
、
第
二
十
五
回
採
集
記
に
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
石
器
九
点
の
う
ち
六
点
を
阿
武
隈

考
古
館
に
寄
贈
し
た
。
首
藤
館
長
は
同
日
午
後
石
器
出
土
地
を
調
査
し
、
出
土
地
点
を
確
認
し
、

十
数
点
の
資
料
を
発
見
し
た
が
完
形
品
九
点
を
採
集
し
残
り
は
残
欠

の
た
め
現
地
に
残
し
た
と
、

前
述
採
集
記
に
記
録
し
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ
日
本
の
考
古
学
界
は
旧
石
器
の
存
在
を
認
め
な
か

っ
た
が
、
こ
の
二
年
後
、
赤
城
山
麓
岩
宿
の
切
通
し
か
ら
相
沢
忠
洋
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
瑞

瑠
製
ポ
イ

ン
ト
は
、
日
本

の
旧
石
器
の
研
究
に
、
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け
た
。

成
田
形
、
ナ
イ
フ
形
石
器
は
そ
の
後
考
古
学
者
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、鳥
畑
寿
夫
「福

島
県
成
田
発
見
の
石
器
に
つ
い
て
」
、
芹
沢
長
介

「先
史
時
代
り
無
土
器
文
化
」松
沢
亜
生
「石

器
研
究
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

一
方
向
」
な
ど
次
々
学
界
に
紹
介
さ
れ

「成
田
形
ナ
イ

フ

形
石
器
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
時
期
も
岩
宿
遺
跡
の
敲
打
器
に
続
く
も
の
と
考
え
ら

れ
、
約
三
万
年
前

の
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

成
田
形
ナ
イ

フ
形
石
器
は
、
剥
離
面
が
相
互
に
接
合
す
る
も
の
が
五
点
あ
り
、
こ
れ
は
石
刃

技
法
に
よ
る
も
の
で
、
第

】
の
剥
片
か
ら
第
五
の
剥
片
が
作
ら
れ
る
ま
で
二
〇
回
以
上
の
打
撃

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
打
撃
の
す
べ
て
か
ら
石
刃
が
剥
離
さ
れ
た
わ
け
で
な
く
、

け
つ

背
面
な
ど
の
調
整
の
打
撃
も
含
ま
れ
る
。
材
質
は
頁
岩
と

い
わ
れ
る
。

参
考
文
献

須
賀
川
市
史
6
自
然
原
始
古
代

福
島
県
史
㈲
考
古
資
料

目
で
見
る
矢
吹
町
史
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團

下
荒
具
C
遺
跡

矢

吹
町

の
東
部

を
流

れ
阿
武
隈

川

に
そ
そ
ぐ

泉
川

は
、
松
倉

、
中

宿

の

氾

濫
原

と
し
て

、
豊

か

な
土
地

を

つ
く

っ
て
来

た
。

こ

の
沖

積
期

が
始

ま

り
、
中

畑

の
下

荒
具

に
は

(
七

千
年
前

頃

)
人

々
が
住

み

つ
い
た
。

こ
の

時

代

は
土
器
類

は
あ
ま

り
多

く
使
用

し
な

か

っ
た

た
め
、

今

日
発

掘
調

査

を
行

な

っ
て
も
、
完
全

な
形

で
発
見

さ

れ
る
土
器

は
少

な
く
、
破

片
も

同

じ

で
あ
る
。

し

た
が

っ
て
住
居
坑

な
ど
も

は

っ
き
り

し
て

い
な

い
。

遺

跡

は
下
荒
具
北

部

で
泉
川

の
南
岸

に
当

り
、

ゆ
る
や

か
な
北
下

り

の

斜

面

で
あ
る
。

昭
和
四
十

八
年

三
月

に
実
施

さ
れ

た
発
掘
調

査

に
よ
れ

ば

住
居
坑

な
ど

の
遺

構
は
不

明
で
あ
る
が
、
第
三
層
1

黄
色

土
混

入
褐
色

土
1

よ
り
縄

文
早
期

の
土
器

が
多

く
発
見

さ
れ

て

い
る
。

調
査

し
た

ト

レ
ン
チ

は
北

に
傾
斜

し
て

お
り
、
南

側
は

浅
く
北

側
は
深

く
、

こ
こ

に
堆
積

し
た

文縄

」②
越
中
山
-
遺
跡

5原始 ・古 代 一考古 資料 一第1編

町
二
二
九蟻

・
謹
華
暴
笠
.難

壇盤

萎
二

・距

'.毒
.㌧

う
」e

ゴ̀
-
正

肇
～

窯

h
片

弔
土7

第
三
層

の
黄
色

土
混

入
土
は

、
近
く

に
あ

っ
た
遺

構
が
風

化
等

に
よ

り
破

壊

さ
れ
、
包

含
層

を
形
成

し

た
も

の
と
考

え
ら

れ
る
。

遺

物
は
縄

文
早

期

の
土
器

及

び
石
器

で
あ
る
。

土
器

は
常
世
式

を
主
体

と

し
て
お

り
、
厚

さ
は
五

ミ
リ

メ
ー
ト

ル
前
後

の
も

の
で
薄
手

で
あ

る
。

口
緑

上
部

か
ら
内
側

に

か
け

て
直

行
、

あ
る

い

は
波
状

に
上
下

す
る
も

の
が

み
ら
れ

る
。

口
緑

上
部

に
小

刻
み
目

を
持

っ

て

い
る
。

こ
れ
ら
は

貝
が

ら
の
腹
縁

、
刺
突

と
並
行

沈
線

、
櫛
歯

状
具

に

よ

る
連
続
斜

刺
突
、

棒
巻

き
撚
紐

の
圧
痕

な
ど

で
、

こ
れ
が
単

独
ま

た
は

複
合

し
て

い
る
。

石
器
は

石
鍛
、

凹
石
な

ど

で
あ
る
。

こ
れ

ら
は
関
東

地
方

の
田
戸

上
層
式

土
器

と

の
関
連

が
考

え
ら

れ
る
。

團

越
中
山
遺
跡

越

中
山

は
中
畑

の
東
部

台
地

で
泉
川

の
氾
濫

原
を
見

下
ろ

す
高
所

で
、

近

く
に
清

水
が
あ

り
、
縄

文
中

期
後
半

の
集
落

と
し

て

の
立

地

に
は
良

い

条

件
を
そ

な
え

て

い
る
。

中
畑

地
区
圃

場
整
備

に
伴

な

っ
て
、
発

掘
調
査

が
行
な

わ
れ

た
が
、
戦

後
行
な

わ
れ

た
開
墾

に
よ

っ
て
遺
構

は
破

壊

さ
れ

た
も

の
と
考
え

ら
れ

、
遺

物

は
発
見

さ
れ

る
が
遺

構
は
検

出
さ

れ
な

か

っ

た
。

こ
れ
に

つ
い
て
は
ホ
イ

ル
ト

ラ
ク

タ
ー

の
使

用
も
大

き
な

原
因

と
考

え
ら

れ
る
。

土

器
は
縄

文
中
期

後
半

の
大
木

九
式

が
多
く

発
見

さ
れ

た
が
、
完

形
品

は
な

く
、
小
破

片

の
み

で
あ
る
。
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㈲

萱

山

遺

跡

町

、、.

玉管14

◇r』
鋤
0

曜
島

畠
冒土器片15

團

萱
山
遺
跡

中
畑

地
区

「
か

に
沢

窯
跡
」

の
北

側
台
地

上

に
発
見

さ
れ
た
弥

生
時

代

の
遺

跡

で
あ
る
。
中

期

の
土
器

は
以
前

か
ら
発

見

さ
れ
、
今

回

の
圃

場
整
備

工
事

に
伴

う
調
査

に
お

い
て
も
、

土
器

は
発
見

さ
れ

た
が
、

住

居
趾

等

の
遺

構
は
発

見

さ
れ
な

か

っ
た
。

ま

た
さ
き

に
硬
玉
製

の
管

玉

が
出

土
し

て

い
る
。

〈
弥

生
時
代

の
矢

吹
〉
県

の
中

通
り
地
区

に
は
弥
生

時
代
中

期

に
稲

作

文

化
を
伴

っ
て

、
弥
生

文
化

が
入

っ
て
来

た
こ
と

は
明
ら

か

で
あ

る
。

さ
き

に
石
川
町
鳥

内

に
発
見

さ
れ

た
、
鳥
内
遺

跡

は
発
見

さ
れ

た
土
器

か
ら
県

の
中
通

り
地
区

最
古

の
も

の
と
さ

れ
て

い
る
。
神

田
地
区

の
赤

淵
遺
跡

、
中
畑

の
萱

山
遺
跡

、
矢
吹

の

一
本
木
遺

跡
、
大

和
久

の
赤

沢

A
遺
跡

、
中
畑

の
愛

宕
下
遺

跡
な

ど
矢
吹

町

に
は
多

く
、
弥

生
土
器
破

片

の
散

布
地

が
古

く
か

ら
知
ら

れ
て

い
る
。

し
か
し

こ
れ

ら
の
遺
跡

は

耕
作

中

に
偶

然
遺

物
が

発
見

さ
れ

た
も

の
の
み

で
、

正
式

に
発
掘

調
査

が
行

な

わ
れ

た
も

の
は
無

い
。

従

っ
て
鳥
内

遺
跡

な
ど

と
の
関
係

に

つ

い
て
は

明
ら

か
に
す

る
こ
と

は
不
可
能

で
あ
る

が
、

こ
れ
ら
現

在
ま

で

に
発
見

さ
れ

た
矢
吹

町
内

の
遺

跡

は
弥
生
中

期

の
も

の
が
多

い
よ
う

で

あ
る
。

こ
れ

は

こ
の
地
方

は
鳥
内
遺

跡

か
ら
三

～
四

キ

ロ
メ
ー
ト

ル
と

丘
く

、

こ
れ
ら

の
遺

跡
も

ほ
と

ん
ど

が
阿

武
隈

川
沿
岸

ま

た
は
中
畑

地

区

の
泉
川

に
近

い
と

こ
ろ
で
あ

る
。

こ

の
時
代

の
生

活

の
基

盤

は
縄
文
時

代

の
自
然
物

の
採
集

に

か
わ

っ

て
、
稲
作

を
中

心
と

し
た
農
耕

技
術

の
発
達

に
よ

る
経
済

に
よ

っ
た
も

の
と
考

え
ら

れ
る
。

ま
ず
小

さ
な

川

の
谷

口

の
低

湿
地
帯

を
開
拓

し

て

水

田
を

つ
く

り
、
耕
作
を
行

な

っ
た
よ

う

で
あ

る
。
こ
れ
に
は

石
鍬
、

石

庖

丁

な
ど

が
使

わ

れ
た

が
、
木
鍬

、
ま

ぐ
わ
、

、几
ぶ

り
、

田
下

駄
、

田

舟
、

木
臼

な
ど

が
使

わ

れ
て

い
た
よ
う

で
あ

る
。
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働

5Qm10203040 星1屑

谷中古墳群地形

実測図

20

0

囲

凹

谷
中
古
墳

こ
の
古
墳

群

は
阿
武
隈

川

の
西
岸

に
あ

り
、

こ
の
地
域

で
は

川
床

が
低

く
な

っ
て

い
る
。

現

在
三
基

の
古
墳

が

あ
る

こ
と
が
確

認
さ

れ
て
お

り
、

い
ず
れ

も
横
穴

式
石

室
を

有
し

て

い
る
。

南

か
ら
北

へ

一
号
、

二
号
、
三

号
と
名

づ

け
ら
れ

て

い
る
。

}

号
墳

は
昭

和
四

十
四
年

七
月
鈴

木
啓

の
担
当

で
調
査

さ

れ
た
。
奥

壁
は

花
幽岡
岩

の

一

枚
岩

を
立

て
中
軸

線

で
九

・
三

メ
ー
ト

ル
で
、
玄
室

は
六

・
三

メ
ー
ト

ル
幅

一
・
八

メ
ー
ト

ル
で
あ

る
。

石
材
は

花
山岡
岩

が
多

く
玄
室

の
閉
塞

に
は

凝
灰
岩

が
使

用
さ
れ

た
。

玄
室

内

か
ら
は
鑑

、
金

環
が
発

見
さ

れ
床

に
は
小
円

礫
と

粘
土
を

使
用

し
て
張

ら
れ
て

い
た
。

こ

の

一
号
墳

は
古

く
か
ら
埴

輪

が
発
見

さ
れ

る
古
墳

と
し

て
注

目

さ

れ
て

い
た
も

の
で
、

こ
れ
ま

で
大

正
十
年
頃

武

人
埴
輪

が
発
掘

さ
れ
、

付
近

一
帯

に

破

片
が
多

く
散

布
し

て

い
る
。

昭

和
五
十

年
十

一
月

に
行
な

わ
れ

た
周

渥

の
予
備
調

査

に
よ

っ
て

、
幅
五

メ
ー

ト
ル
、

径
五
〇

メ
ー

ト

ル
に
及
ぶ
円

墳

で
あ
る

こ
と
が

明

ら
か

に
さ
れ

た
。

こ
の
調
査

の
際

周
混
内

か
ら
多

く

の
円
筒
埴

輪

の
破

片

が
発
掘

さ

れ
て

い
る
。

二
号

墳
は

】
号
墳

の
北

四
〇

メ
ー
ト

ル
に
あ

り
、

一
号
よ

り
や

・
小
形

の
石
室

を

有
す

る
。

こ
の
石
室

も
横

穴
式

石
室

で
あ
る
。

三
号

墳

は
二
号
墳

よ

り
北

へ
三

五

メ
ー
ト

ル
離
れ

て
露
出

し
た

石
室

が
あ
る
。

こ

れ
も
他

の
古

墳
と

同
じ
く

横
穴
式

石
室

を
有
す

る
。

こ
の
三
基

の
古

墳
に

一
様

に
み
ら

れ
る

こ
と
は
、

み
な

墳
丘

が
欠
損

し
て

い
る

こ

と

で
あ
る
。

こ

の
辺

一
帯

は
阿

武
隈

川

の
氾
濫

原

で
、
明
治

以
降

明
治

二
十

一
年

、

同
三

十
五
年

、
昭

和
十
六

年
と

大
洪
水

に
見
舞

わ

れ
て

い
る
た

め
、
古
墳

が
築

か
れ

て

か
ら
千
数

百
年

の
間

の
洪
水

は
数

え
る

こ
と
も
出

来
な

い
回
数

で
あ

っ
た
と
考

え

ら

れ
る
。
墳

丘

は
度
重

な
る
洪

水

で
流
さ
れ

て
し

ま

い
、
今

日

の
よ
う

に
石
室

の
み

が
露

出
し

て
し

ま

っ
た
こ
と

が
考
え

ら
れ

る
。

こ

の
古
墳

の
主

は
、

は
た

L
て
何
者

な

の
だ
ろ

う
か
、
古

墳
時

代

こ
の
辺
は

白
川

国

に
属

し
白
川
国

造

の
支

配

に
あ

っ
た

こ
と

は
明

ら
か

で
あ
る

が
、
国

造
に
関

係

の

あ

っ
た
豪
族

の
も

の
で
あ
ろ

う
か
、

永
遠

の
謎

で
あ
る
。
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27

鬼
穴
1
号
墳
実
測
図

最
1.脚1

,BB

6
。
鱒

鴨轡

荘
鼠D

DO51.Oi、5m
一

圏

鬼
穴
古
墳
群

 鬼
穴
古
墳

は
谷
中

古
墳

群

の
南

方
六
五

〇

メ
ー
ト

ル
に
あ

り
、
丁
度

こ

の
中

間

に
古
墳
時
代

の
集
落

と
考

え
ら

れ
る
前

谷
中
遺

跡
が

あ
る
。

こ

の

遺

跡
は
石
製

模
造

品
を
出

土
し

た

一
辺

一
〇

メ
ー
ト

ル
に
及

ぶ
大
形

の
竪

穴

住
居
趾

が
確
認

さ
れ

て
お
り

、

こ
の
両

古
墳

群
と

の
関
係

が
考

え
ら
れ

る
。

一
号
墳

は
阿
武
隈

川

の
氾
濫
原

を
見
下

す
丘

陵
上

に
あ
り

、

こ
の
西
側

に
二
号
墳

が
あ

る
。

こ

の
う

ち

】
号
墳

に

つ

い
て

は
昭
和

四
十
四

年
谷
中

一
号
墳

と
同
時

期

に
矢
吹

町
教
育

委
員

会

に
よ

っ
て
発
掘
調

査

が
行

な

わ
れ
た
。

主

軸
方
位

は
南

北
を
示

し
て

い
る
。
墳

丘

は
裾
部

が
同
地

に
進
出

し

た

工

場

の
整

地

の
際

五

メ
ー

ト

ル
程
削
ら

れ
た
。

完
形

の
円
筒

埴
輪

を
は
じ

め
、
多

く

の
形
象

埴
輪
も

発
見

さ
れ

た
と

い
わ
れ

て

い
る
。

墳
丘

は
現
況

で
二
七

メ
ー
ト

ル
の
径
を

も
ち

、
高

さ
四

・

一
メ
ー

ト

ル
で
あ
る
。

周
辺

は
耕

作

及
び
そ

の
後

の
整

地
な

ど

で
削

ら
れ

て

い
る
た
め
、

径
三

〇

メ
ー

ト

ル
以
上

の
円
墳

と
考

え
ら
れ

る
。

玄
室

は
両
裾
を

有
し
胴

張

り
状

の
平

面
を
も

ち
、

両
壁

は
花
闘
岩

を
主

と
す
る

河
石
に

よ
る
持

ち
送

り
積
み

で
あ
る
。

奥
壁

は

一
枚

石
を

立
て

て

お
り
高

さ

一
・
九

五

メ
ー
ト

ル
、
幅

一
・
九

三
メ

ー
ト

ル
、

奥
壁

か
ら
玄

室

仕
切

石
ま

で
五

・
三

四

メ
ー
ト

ル
、
現
存

の
羨
道

三

・
五

メ
ー

ト

ル
で

全

長
八

・
八
四

メ
ー
ト

ル

で
あ
る
。
床

は
粘

土
張

り
に
円

礫
を
敷

き

つ
め

て
あ

る
。

玄
室
床

面

は
当
時

の
地
表

面
と

み
ら
れ

る
。

遺
物
-

内
部

は
す

で
に
盗
掘

を
う

け
て
お

り
、
遺

物

の
発
見
状

況
も

二

次

移
動

に
よ

っ
て
う

こ

い
た
状

態

で
発
見
さ

れ
て

い
る
。

鉄
鎌

は
有
茎
式

柳
葉

で
十
数

点
、

刀
子

一
点
、
鉄

製
鞘

尻

(
先

端

に
銅

な
つめ
だま

輪
を
は
め
て
い
る
)
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
深
紅
色
號
珀
製
喪
玉
の

発
見
で
あ
る
。
こ
れ
は
県
内
に
は
郡
山
市
田
村
町
正
直
古
墳
に
そ
の
例
を

見
る
の
み
で
あ
る
。

鬼
穴
古
墳
は
谷
中
古
墳
な
ど
と
同
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で

阿
武
隈
川
沿
岸
に
多
い
大
形
の
横
穴
式
石
室
を
持

つ
須
賀
川
地
方
、
福
島

な
ど
と
と
も
に
矢
吹
町
の
阿
武
隈
川
沿
岸
の
古
墳
時
代
文
化
は
、
最
も
華

か
な
時
代
を
む
か
え
た
の
で
あ
っ
た
。
古
墳
時
代
は
国
造
支
配
の
時
代
で

ま
だ
中
央
と
の
関
係
は
あ
ま
り
な
く
、
地
方
が
最
も
富
み
栄
え
た
時
代
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

(注
)

一
九
七

一
、
矢
吹
町
文
化
財
調
査
報
告
書

「谷
中
古
墳
」
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竪

や

T
、

な

ら

ジ

鋳
㌧

告
・
凱

・

疑
♂
総

嘘

≠/

鰐
聾
毅

〆

4⊥-2 甑(こ しき)出 土状 況

圏

大
久
保
遺
跡

中

畑
地
区

に
あ

り
観
音

山
城

の
北
方

水
田
を

へ
だ
て
た
台

地
に

あ
る
遺

跡

で
あ
る
。
中

世

の
館

跡

で
あ

っ
た

と
伝
え

ら
れ
、

現
地

に
は

こ
の
時
代

の
板
碑

が

二
基

あ

り
稲
荷
様

の
祠

が
あ

る
。

遺
跡

は

こ

の
台
地

]
帯

に
広

が
り
を
持

っ
て
お
り

、
開
畑

工
事
を

行
な

っ
た
際

土
器

が
発
掘

さ
れ

た

の
で
、
矢
吹

町
教

育
委
員

会

に
よ
り

昭
和
五

十

】
年

二
月

か
ら
三

月
に

か
け
て
調

査

が
実

施
さ

れ

た
。

こ

の
遺

構

は
大
久
保
地

区

一
帯

に
広

が

る
土

師
式

竪
穴
住

居
群

の
中
心

に
あ

り
、
古
墳

時
代

中

期
後
半

の
南
小

泉
式

に
平

行
す

る
時

代

の
も

の
と
考
え
ら

れ

る
。

今
回
調

査
さ

れ
た
住

居
吐

は
東

西
、
南
北

と
も

に
九

メ
ー
ト

ル
と
大

形

で
あ
る
。
南

側
に

入
口
を

持

ち
四
本

柱

の
竪
穴
住
居

で
あ
る
。

北
側

に
炉
坑

と
考
え

ら
れ

る
焼
土

が
あ

り
、
南
小

泉
式

の
土
師

器

が
多

く
出

土

し
て

い
る
。
遺

構
全
体

か
ら
弥

生
式

の
土
器

の
破

片
及

び
打
製

石
器

が
発
見

さ
れ

て

い
る
と

こ
ろ
か

ら
、
精
査

に
よ

り
東
壁

に
弥
生

式
土
器

を
伴

な
う

一
辺
三

メ
ー

ト
ル

の
竪
穴
住

居
が

切
A
口
っ
て
発

見
さ

れ
た
。

こ

の
弥

生
式

の
竪
穴

住
居

に

つ
い
て
は
後

日
に
調

査
を

行
な
う

こ
と

と
し

今
回

は
見
送

っ
た
。

遺
構

の
北

西
部

に
約

」
メ
ー
ト

ル

の
方

形

ピ
ッ
ト
が

あ
る

が
炉

に
近

い
と

こ
ろ

か
ら
、

こ
れ

は
貯

蔵
穴

と

考
え

ら
れ
よ

う
。
四

本

の
柱

穴

は
径
三
〇

セ

ン
チ
メ
ー

ト

ル
で
、
深

さ
が
五

〇
セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

で
あ
る
。
遺

構
全

体
と

し
て
後

世

の
携

乱

が
あ

り
、

保
存

は
あ
ま

り
良

く
な

い
。

こ

の
遺

跡

の

南
方

約

ニ

キ

ロ
メ
ー
ト

ル
に

あ
る
観
音

山
城

に

は
横

穴
墓

が
数
基

あ
る

と
こ

ろ
か
ら

、
こ

の
遺

跡

の

居
住

者
と

の
関
係

が
考

え
る

こ
と
が

で
き
よ

う
。

な

お
遺
物

の
う

ち
に
相

当
量

の
鉄
津

が
北
東

部

か
ら
発
見

さ
れ

た
こ
と

は
、

こ

の
竪

穴
住
居
内

に

鍛
冶
遺

構

が
あ

っ
た
こ
と

も
考

え
ら
れ

る
。
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45

下
荒
具

B
-

1
遺
跡

実
測

図

齢

/

一二二 一
_一

h、
'、

く 》
、,'
、、 一一,"

㊨

㊧

⑭

愚

⑪

㊧

動

⑬ ㊧

㊧

_L__3覧 ◎
⑪

ガ

0

團

下
荒
具
B
-
1
遺
跡

中
畑
地

区
を

流
れ

る
泉
川

の
北
岸

に
広

が
る
丘

陵
地

帯

で
あ
る
。

現
況

は
畑

で
あ

る
が
、
中

畑
地

区
圃
場

整

備

に
伴
な

っ
て

工
事

が
施

行
さ

れ
る

た
め
、
事

前

に
発

掘
調
査

が
昭

和
四
十

八
年

二
月

か
ら
三

月
に

か
け

て
行

な
わ

れ
た
。

本
遺

跡
は

鉢
内
、

下
荒
具

A

(開

田

に
よ
り
破

壊

)

遺

跡
と

接
続
す

る
も

の
で

こ
の
辺

一
帯

に
及
ぶ
大
遺

跡

で
あ
る

こ
と

が
考

え

ら
れ
る
。

今

回

の
調
査

に
よ

っ
て
明

ら
か
に

さ
れ

た
遺

構

は
住

居
肚

三
基

、
製
鉄
遺

構

一
基

で
あ
る
。

こ
れ

ら

の
遺

構

の
う

ち
製
鉄
遺

構

が
も

っ
と
も
古

く
、

住
居
堤

三
基

は

時
代

が
さ

が
る
も

の
で
あ

る
。

製
鉄
遺

構

九

メ
ー
ト

ル
四
方

の
竪
穴
遺

構
を

持
ち

、
全
体

に
粘

土

を
堅
く

た
た

き
し

め
て
床
を

造
成

し
た
も
の
で
あ
る
。

鉄
津

な
ど

が
多

く
発
見

さ
れ

て

い
る

と

こ
ろ
か
ら
考

え

て

、
製

鉄

に
関
係

が
あ

る
こ
と

が
明

ら
か

で
あ
る
。
中

央
部

を
中
心

と
し

て
七
基

あ
り

、
筒

形
炉

か
ら

発
達
し

た
形

の
も

の
と
考

え
ら
れ

る
も

の
で
、
径

四
〇

セ

ン
チ

メ
ー
ト

ル
前
後

で
あ

る
。

竪
穴

の
北
部

に
径

　
メ
ー

ト

ル
の

フ
ラ

ス

コ
状

ピ

ッ

ト

が
あ

り
こ

の
中

か
ら
提

砥

が
発
見

さ
れ

て

い
る
。

遺

物
は
前

述

の
提

砥

及
び
土
師

器

が
発
見

さ
れ
た
。

土
器

は
朱
彩

を
行

な
わ
れ

た
も

の
が
多

く
栗
囲

期

の
も

の
と
考

え
ら

れ
る
。
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56

行
馬
遺
跡

だ
円
形
遺
構
実
測
図

第1編

＼

m

A

團

行
馬
遺
跡

中
畑
地
区
の
根
宿
に
あ
る
遺
跡
で
昭
和
四
十
六
年
に
矢
吹
地
区
県
営
圃
場
整

備
事
業
に
と
も
な
う
第

一
回
目
の
発
掘
調
査
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

泉
川
を
見
下
す
台
地
上
に
広
が
る
遺
跡
で
南
に
観
音
山
城
を
ひ
か
え
て
い
る
。

ピ
早

く
か
ら
耕

作
中

に
土
器

が
発
見

さ
れ

て
話
題

に

の
ぼ

っ
て

い
た
遺

跡

で
あ
る
。

今

回
調
査

さ
れ

た
遺

構

は
住
居

趾
と
円

形
遺
構

で
あ

る
。
時

期
は

土
師
器

か
ら

栗

囲
式

に
平
行

す
る

こ
と
が

明
ら
か

で
あ
り

、
七
世
紀

と
考

え
ら

れ
よ
う
。

住
居
玩

は
六

・
五

メ
ー
ト

ル

の
辺
を

も

つ
方
形

で
北
と
西

側

は
幅
五
〇

セ

ン

「灘
　

こ
お

り

じ
栗
囲
期
の
住
居
坑
で
安
達
郡
大
玉
村
間
尺
遺
跡

(破
橋
と
も
呼
ふ
)
の
住
居

地
に
こ
の
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
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祭祀 に使 用 した と思 わ れ る土器68

土製勾玉70

圏

巴

国
神
遺
跡

矢
吹

地
区
県

営
圃
場

整
備

事
業

に
伴
な

う
調
査

と
し

て
、
昭
和

四
十

八
年
十

月
か

ら
十

一
月

に
か

け
て
実

施
さ

れ
た
。

こ
の
辺

一
帯

は
国
神

館
と
呼

ば

れ
、
中
畠

氏

に
よ

っ
て
築
城

さ
れ

た

中
世

の
館

跡

と
伝
え

ら
れ

て

い
る
。
遺

跡

は
こ

の
築

城

が
行
な

わ
れ

た

際
、
そ

の
大
部

分

が
破

壊

さ
れ
た
も

の
と
考

え
ら

れ
た

が
、
土
器

の
散

布
す

る
北

及

び
東
斜

面
に

つ
い
て
調

査
を
実

施
し

た
。

ま
ず

住
居
趾

で
あ

る
が
上
部

に

つ
い
て
は
館

の
構

築

の
際
削

ら
れ

て

お
り
、

か
ろ

う
じ

て
平

面
プ

ラ

ン
を
確

認
す

る

こ
と
が

で
き
た
。

約
三

メ
ー
ト

ル

の
方

形

で
炉

肚
、

柱
穴
な

ど
あ
ま

り
明

ら
か

で
な

い
。

時
期

に

つ
い
て
は
土

器
等

の
遺
物

が
な

く
明
ら

か
で

は
な

い
が
隣
接

す
る
森

郭

遺
跡

と
同
時

期
と
考

え
ら

れ
る
。

東
斜

面
に

は
幅

一
メ
ー
ト

ル
か

ら
五
〇

セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル
、
幅

四
〇

セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル

の
溝

で
周

辺
を
廻

ら
し

た
遺
構

が
発
見

さ
れ

た
が
、

使

途
不

明
で

あ
る
。
所

々
に

小
ピ

ッ
ト

が
あ
り
、

焼
土

と
と
も

に
土
器

が
発
見

さ
れ

て

い
る
。

そ
れ

も
特
殊

な
も

の
で
、

土
製
曲

玉
、
小

形
杯

な
ど
住
居

趾

か
ら
は
発

見
さ

れ
な

い
も

の
が
多

い
。

祭

祀
と
か
何

か

の

作

業
所

と
も
考

え
ら

れ
る
。

こ

の
近

く

に
は
内
屋
敷

と
呼

ば
れ

る
地
名

が
あ

り
、
周
辺

が
水

田
に
な

っ
て

い
て
、
館

跡
と
も

考
え

ら
れ

る
場
所

で
あ

っ
た
。

こ
の
国
神

の
館

跡
に

つ

い
て
は
別

に
筆

を
と

る

こ
と
と
し

た

い
。
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團

か
に
沢
窯
趾

こ

の
遺

跡

は
中

畑

の
東

に
発
達
し

た
丘
陵

に
位

置
し
、

か
に

沢
池
か

ら
国

神
館

趾

の
東

堀

に
通
ず

る
沢

に
発
見

さ
れ

た
窯

趾

で
あ

る
。

さ
き

に
開

畑

が
行
な

わ
れ
桑

園
を
造

成
し

た
と

き
、
布
目

瓦

が
発
見

さ
れ

】

時
話

題

に
な

っ
た
が
、

そ

の
後
特
に
調

査

は
進

め
ら
れ
な

か

っ
た
。

昭

和

四
十
八

年
三
月

中
畑

地
区

圃
場
整
備

事
業

に
伴

な

っ
て
発
掘
調

査
が

行

な
わ

れ
た
。

こ

の
遺

跡
は
窯

祉
、
住

居

趾
、
瓦
溜

か
ら

な
り

、

瓦
窯

玩

に
伴
な

う
工
人

の
住

居
趾

が
発
見

さ
れ

て

い
る
。

窯

趾

焚

口
か
ら
窯

尻
ま

で
五

・
五

メ
ー
ト

ル
、

窯
幅

は

一
・
三

メ

ー

ト

ル
で
あ
る
。

煙
出

し
は

一
・
五

メ
ー

ト
ル

の
長

さ
を

も
ち

、
径
は

二
〇

セ

ン
チ

メ
ー
ト

ル
で
あ

る
。

勾
配

は

二
三
度

で
あ
る
。

構
造

は
地

下
式

で
天

井
部

は
陥
没

し
て

お
り
現
存

部
は

平
均
七

〇
セ

ン
チ

メ
ー
ト

す
さ

ル
で
あ

る
。

壁

は
粘
土

に
窃

を
混
入

し
た
壁

土

で
ぬ
り
あ

げ
て

い
る
。

住

居
堆

こ
の
住
居

趾
は
窯

の
南
方

約
六

メ
ー
ト

ル

の
場

所

に
あ
り

北
斜

面
を
削

平
し

、
東
向

き

に
構

築

し
た
竪

穴
住
居

で
あ

る
。

構
造

は

西
側

を
掘

り
東
部
底

地

を
埋

め
立
て
造

成
し

て

い
る
。

東

西
五

メ
ー
ト

ル
、

南
北

三

・
五

メ
ー

ト

ル
の
プ
ラ

ン
を
持

ち
周
辺

は
排
水

用

の
溝

を

廻
ら

し

て
い
る
。
床

面

に
は
平
瓦

を
敷

い
て
お
り
、
窯

と

の
関
係

を
考

え
さ

せ
る
も

の
が

あ
る
。

柱
穴

か
ら

た
お
れ

た
形

で
柱

様

の
炭
化
物

が

検
出

さ
れ

て

い
る

こ
と

か
ら
火
災

家
屋

と
も
考

え
ら

れ
る
。

カ

マ
ド
は

東

壁

に
築

か
れ
て

い
る

が
、
煙
道

な
ど

の
遺
構

は
明

ら
か

に
さ
れ
な

か

っ
た
。

こ
こ

で
注

目

さ
れ
る

こ
と
は

プ
ラ

ン

の
西
北

寄

り
に
製
銅

用

の

炉

が
発
見

さ
れ

た
こ
と

で
あ

る
。

直
径

七
〇

セ

ン
チ

メ
ー

ト

ル
の
焼

土

る

つ
ぼ

と
琳

禍

が
発
見

さ
れ
、

こ
れ

に
伴
な
う

銅
塊

が
住
居

趾
内

か
ら
数
点

発

見

さ
れ

た
。

瓦

溜

住

居
堆

よ
り
南

に
位

置
し

た
丘

の
陵

線
に

近

い
場
所

で
あ
る
。

約
五

平
方

メ
ー
ト

ル

の
広

さ
に
堆

積

さ
れ

て
い
た

が
、
製
品

の
置
場

と

考
え

ら
れ

る
。

今

回
発
見

さ
れ

た
瓦

は
ほ
と

ん
ど
破
片

の
み
で
完
形

品

は
発

見
さ
れ

な
か

っ
た
。

さ
き

に
桑
園

の
造
成

の
際
発

見
さ

れ
た

の
は

こ

の
瓦

溜
が
破

壊

さ
れ

た
も

の
と
考
え

ら
れ

る
。

遺
物

瓦
は
四

枚

合

わ

せ
の
布

目

瓦

で
平

瓦

及
丸

瓦

で
あ
る
。

軒
丸

瓦

は

ロ
ク

ロ
引
き

に
よ

る
重

孤
文

と

「
寺

」

の

ヘ
ラ
書

き

の
あ
る
平

瓦

で
、

こ
れ
ら

の
瓦

は
白
鳳
時

代

の
も

の
と
考
え

ら
れ

る
も

の
で
、

こ
れ
と
同

時

期

の
寺

院
趾

は
今

の
と

こ
ろ
明

ら
か
な

の
は
白

河
市

の
借
宿
廃

寺

で

あ

る
と

こ
ろ
か

ら
、
本
遺

跡
発

見

の
瓦
は
借
宿

廃
寺

に
使

用
さ

れ
た
も

の
と
考
え

ら
れ

る
。

土

師
器

土
師

器
は
杯

、
甕

な
ど

で
あ
る
。

杯

は
栗
囲
式

で
七
世

紀

末
葉

か
ら
八

世
紀
初

め

の
も

の
と
考
え

ら
れ

る
。

柑
渦

製

銅

に
用

い
ら

れ
た

も

の
で
破

片

で
は
あ

る
が
、

円
形
炉

と

と
も

に
発
見

さ
れ

た
も

の
で
銅
塊

も
数
点

発
見

さ
れ

て

い
る
。
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㈹

狐

石
遺

跡

町

]
〇
九

全
国
三
〇

・
三
七
七砥石出土状況80

圏

孤
石
遺
跡

東
北

自
動
車

道

工
事

に
よ
る
調
査

の
た
め
昭
和

四
十
五
年
六
月
実

施
さ
れ
た
。

矢
吹
字

孤
石
地

区

に
あ
り
、

隈
戸

川
西
岸

の
東
面

し
た

斜
面

に
発
見

さ
れ

た

遺
跡

で
あ

る
。

四

基

の
住
居

祉

で
あ
る

が

一
号

、
四
号

は
そ

れ
ぞ

れ

一
基

、
二

・
三
号

は

切
合

っ
て
発

見
さ

れ
た
。
時

期

は
平
安
前

期
と
考

え

ら
れ

る
も

の
で

一
号

は

一
辺

七

メ
ー
ト

ル
の
竪
穴

住
居

で
火
災

に
あ

っ
て

い
る

こ
と
が
明

ら
か

で
あ

っ
た
。

須
恵

器
、

釘
、
砥

石

の
ほ
か
耳

皿

で
あ

る
。
耳

皿

は
破

片

で
あ

る
が

灰
粕

ら

し
き
も

の
が
あ

り
胎
土

は
良

い
、
高
台

を
も

つ
。

二
号
住

居
は
南

北
五

・
六

メ
ー
ト

ル
、
東

西
三

・
七

メ
ー
ト

ル
の
隅
丸

方

形

の
竪
穴

住
居

で
東
壁

に
幅

一
メ
ー

ト

ル
の

「
カ

マ
ド
」

が
あ

り
煙
道

は

一

メ
ー
ト

ル

の
長

さ
が
あ

り
長
甕

が

こ
の
北
壁

に
置

か
れ

て

い
た
。

「
カ

マ
ド
」

の
前

に
は
○

・
三

×
○

・
八

、
深
さ

○

・
三
メ
ー

ト

ル
の
ピ

ッ
ト
が
あ

り
木

炭

片
な

ど

が
出

土
し

た
。

三
号

住
居

は
二
号
住

居

の
北
西
床

面
を

一
六

セ

ン
チ

メ
ー

ト
ル
掘

り
込

ん

で
築

か
れ

た
四

・
八

×
四

・
四

メ
ー
ト

ル
の
隅
丸

方
形

プ
ラ

ン
を
持

つ
竪
穴

住
居

で
あ

る
。

幅
五

、
深

さ
五

セ
ン
チ

メ
ー
ト

ル

の
周
溝

が
壁

際
を
廻

っ
て

い
る
。
「
カ

マ
ド
」
は
北
壁

に
築

か
れ
焚

口

の
両

側
は
立

石
を
芯

と
し
て

い
る
。

中
央

部
に
も

立
石

が
あ

っ
た
。
柱

穴
は

な
く
周
溝

に
柱

穴
状

の
ピ

ッ
ト
が

発

見

さ
れ

た
。

四
号
住
居

こ
の
住
居

は
小

形
で

一
辺
三

メ
ー
ト

ル

の
隅

丸
方

形

で
あ

る
。

周
溝

は
壁

ぎ
わ

に
廻
ら

し
、
北

壁
に

「
カ

マ
ド
」

が
築

か

れ
て

い
る
。
柱

穴

は
床
面

に
な
く

、
壁
面

数

ケ
所

不
規
則

に
検

出
さ

れ
た
。

遺
物
ー

土
師
器

い
ず
れ
も

内
黒
処

理

が
行
な

わ
れ
、
体

部
下

半
は

ロ
ク

ロ
回
転

に
よ

る
箆

削

り
に
よ

る
整
理

が

ほ
ど
こ
さ

れ
底
部

は
箆

お

こ
し
整

整

が
み

ら
れ
る
も

の

で
あ
る
。

こ
れ
ら
に

は
墨
書

の
も

の
か
あ

り

「
家
」

の
ほ
か
三
点

ほ
ど

発
見

さ
れ
て

い
る
。

須
恵
器

、
鉄

釘
、
砥

石
な

ど
が
発

見
さ
れ

て

い
る
。

平
安

時
代

の
集
落

比
と
考

え
ら

れ
る
も

の

で
あ

る
。
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團

井
戸
尻
遺
跡

こ
の
遺
跡

は
三
峰

森
、
堰

ノ
上

と
北
東

に
連

な

る
も

の

で
、
隈
戸

川
を
見

下
ろ

す
丘
陵

の
舌
状

台
地

上
に

あ
る
。

水

田
と

の
比

高

は

一
〇

メ
ー
ト

ル
に
及

ぶ
高

さ

で
あ
る
。

こ

こ
か
ら
発
見

さ

れ
た
住
居

玩
も

三
峰
森

、
堰

ノ
上
と

同

時
期

の
も

の
で
あ
る
。

住
居

吐
は

二
基

で
あ
る

が
重
複

し

て

い
る
こ
と

が
明
ら

か
と
な

っ
た
。

「
号

に
対
し

二
号

が

切
合

っ
て

い
る
。

一
号
住
居

趾
が
先

に
建

て
ら
れ

た
も

の
で
あ

る

こ
と
が

認

め
ら
れ
た
。

主
軸

が
北
を

示
し
東

西
五

・
ニ

メ
ー
ト

ル

南
北
四

.
八

メ
ー
ト

ル

の
方

形

の
竪

穴
住
居

で
あ

る
。
北

壁

に

「
カ

マ
ド
」

が
築

か
れ

、
火
袋
部

が
○

・
六

メ
ー
ト

ル
、
焚

口
か
ら
煙

出
し
部

ま

で

「
・
五

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

こ
の
カ

マ
ド

の
火
床

が
二
重

に
な

っ
て

い
る

の
は
、
後

の

修

理
に
よ

る
も

の
で
使
用

が
長

期
に
わ

た
る
も

の
で
あ
ろ

・つ
。二

号

住
居

は
北
西

部

で

一
号
住
居

と
切

合

っ
て

い
る
。

主

軸

は
北
を
示

し
北
壁

に

カ

マ
ド

が
築

か
れ

て
い
る
。

カ

マ
ド
は
焚

口
で

一
・
四

メ
ー

ト

ル
、
煙

出

し
ま

で
の
長

さ

一

.
六

メ
ー
ト

ル
で
あ

る
。
柱

穴
は

一
号
、

二
号

と
も
発

見

さ
れ
な

い
。
須

恵
器

の
杯

、
内
黒

土
師

の
杯

、
長

甕
な

ど

が
出
土

し
て

い
る
。

出

土
品

は
奈
良

時
代

末
期

か
ら
平
安

初
期

と
考

え
ら
れ

る
杯

、
長
甕

な
ど

が
発
見

さ

れ
て

い
る
。
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2号 カマ ド

1m

ナカマ ド

一1号 ・2号 カマ ド実測図87

爾
國

堰
ノ
上
遺
跡

東
北

自
動

車
道

の
調
査

と
し

て
昭
和

四
十
五

年
五
月

調

査
が
行

な

わ

れ
た
。

さ
き

の
三

峰
森

と

の
関
係

の
深

い
遺
跡

で
あ

る
。
隈

戸
川

に
面

し

た
館
山

の
中
腹

に
あ

る
遺
跡

で
あ

る
。
付

近

一
帯

は
南

東
に

の
び

た

舌

状
台

地

で
東

に
傾

斜
す

る
陽
当

り

の
良

い
斜

面
に
遺

構
が
発

見

さ

れ
た
。

住
居

趾
が
二

基
切
合

っ
て
発
見
さ

れ

て

い
る
。

古

い
形
式

を

持

つ
住
居

趾
を

一
号
住

居

と
し
、
新

し

い
方
を

二
号
住
居

と

し
た
。

一
号
住

居

は
残

存
部

が
少

な
く
全

容
は

明
ら

か
で
な

い
が
、

一
辺

約

四

メ
ー
ト

ル
の
隅
丸

方
形

の
プ

ラ

ン
を
持

つ
竪

穴
住
居

と
考

え
ら

れ

る
。
北

側

に
カ

マ
ド
が
築

か
れ

て
お
り
保

存

は
あ
ま

り
よ
く
な

い
。

床

面
よ

り
炭
化
木

材

が
出
土

し
て

い
る
と

こ
ろ

か
ら
、
火
災

に

よ
り

放
棄

さ

れ
た
も

の
と
考

え
ら

れ
る
。

二
号
住

居
祉

は

「
号

の
床
面

を

一
段

深
く
掘

り
込

ん

で
床

面
を

形

成
し

た
、

「
辺
四

・
五

メ
ー
ト

ル

の
隅

丸
方
形

の
竪

穴
住
居

堆

で
あ

る
。

周
溝

は
深
さ

五
セ

ン
チ

メ
ー
ト

ル
で
壁

に
添

っ
て
廻

ら
し
て

い

る
。
「
カ

マ
ド
」
は
南

壁

に
築

か

れ
て
お

り
幅

一

・
ニ

メ
ー

ト
ル
、
全

長

一

・
五

メ
ー
ト

ル
で
あ

る
。

こ
の
遺

跡

か
ら
発

見
さ

れ
た
遺

物
は

、
調
査
中

保
管

倉
庫

が
火
災

に
あ

い
、
そ

の
ほ
と

ん
ど

が
焼
失

し
て

し
ま

っ
た
た

め
、
そ

の
後

の

調

査
研
究

が
困

難
を
極

め

た
よ
う

で
あ

る
。

か

ろ
う
じ

て
残

っ
た
資

料

で
研
究

を
進

め
た
。

↓
号
住

居

堆
、

二
号

住
居

祉
と

も
に
対

馬
式

に
比
定

さ
れ

る
土
師
器

で
あ

る
と

こ
ろ

か
ら
、

こ
の
住
居

肚

の
構

築

さ

れ
た
時

期
は
奈

良
時

代
末

期

か
ら
平
安

初
期

に
か

け
て

の
時

期

と

考

え
ら

れ
る
。
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羅
臨欄

"
鍵

癬
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麟
幽
纏

笹

圏

三
峰
森
遺
跡

昭
和
四

十
五
年

七
月
東

北
自

動
車
道

の
調
査

と

し
て
実
施

さ
れ

た
。

隈

戸
川

の
河
岸

段
丘
上

の
遺

跡

で
あ
る
。
水

田

よ
り

一
〇

メ
ー

ト

ル
高

地

に
あ
り
、

近
く

に
は
館

山
と
呼

ば

れ
る
中
世

の
館

か
あ

る
。

遺

跡
全

体

に
後

世

の
掩

乱

が
み
ら

れ
、
遺

構
が
確

認
さ

れ
た
も

の

は
住

居

趾

一
基

の
み

で
あ

っ
た
。

一
辺
三

・
ニ

メ
ー
ト

ル
の
隅
丸

方

形

の
プ

ラ

ン
を

も

つ
竪

穴
住
居

て
壁

は
三
五

セ

ン
チ

メ
ー
ト

ル
の
深

さ

を
持

っ
て

い
る
。
床

面

に
は
柱
穴

や
周
構

な
ど

は
認

め
ら
れ

て

い

な

い
か

、
南
壁
中

央
部

に
カ

マ
ド

が
検
出

さ
れ
煙
道

も

よ
く
保
存

さ

れ
て

い
る
。

焚

口

の
状

態
は
良

く
、

火
床

に
は
長
甕

が
河

原
石

に
支

え
ら
れ

て
設
置

さ
れ

て

い
た
。

遺
物

は
栗
囲

式

て
床

面

の
貯

蔵
穴

内

か
ら
発
見

さ
れ

て

い
る
。

こ

の
近
く

は
開
畑

工
事
な

ど

に
よ
り
土

器
な

と
か
発
見

さ

れ
る

こ

と
が
多

い
と

こ
ろ

て
あ
り
、

こ

の
辺

一
帯
奈

良
時

代

の
集

落

が
あ

っ

た
と

こ
ろ
と
考

え
ら

れ
る
。
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「
)
1

0

ー

團

森
郭
遺
跡

中
畑
字

国
神

に
あ

る
遺

跡

で
あ

る
。

こ
の
遺

跡

は
泉
川
沿

岸

の

一
連

の
遺
跡

群
中

に
あ
る

も

の
で
あ

る
が
中
畑

地
区

圃
場
整
備

事
業

の
た
め
、
事

前
調
査

が
昭
和

四
十

七
年
十

二
月

二
十

三
日
よ

り
三
十

日

ま

で
行

な
わ
れ

た
。

遺
跡

は
大
隅

、
森
郭

に
ま

た
が

る
も

の
で
泉
川

の
氾
濫
原

を
見

下
ろ
す

舌
状

の
台
地

で
あ

る
。

調
査

は
工
事

期
日
等

の
関
係

か
ら
厳

冬
も

年
末
も

お
し

せ
ま

っ
た
二
十

三
日

か
ら

と

い
う

、
き

び
し

い
な
か

で
行
な

わ
れ

た
。

暖
冬

の
た

め
作
業

は
予
定

通
り
進

行
し

た
。

こ

の
遺

跡
は
戦

後

の
開

拓

に
よ
る

畑
地

で
、
そ

の
後
大
形

機
械

の
導
入

に
よ

り
深
耕

が
行
な

わ
れ

て

い
る
た

め
、
土
器

な
ど

の
散
布

状
況

か
ら
遺
構

は
大

分
破
壊

さ
れ

て

い
る
こ
と

が
考
え

ら
れ

た
。

遺
物

の
散
布

の
多

い
中

央
部

に
ト

レ
ン
チ
を

設
定

し
調
査

を
進

め
た
。

中
央
ト

レ

ン
チ
に
竪
穴

遺
構

が
発
見

さ
れ

、
調
査

を
進

め
る
に
従

っ
て
、
南
北

一
一
メ
ー
ト

ル
、
東

西
九

メ
ー

ト

ル
の
大

形

の
も

の
で
あ

る
こ
と

が
確
認

さ
れ

た
。

こ
の
竪
穴

は
南
区

に
七
世

紀
末

の
四

メ

ー

ト

ル
四
方

の
創
建

時

の
竪
穴

に
八
世
紀

に
入

っ
て
か
ら
増
築

さ

れ
た
も

の
で

あ
る
。
増

築
分

に
は
北

側

に
入

口
が
あ

り
東

、
北

、
南

に
字

形

に
幅

一
メ
ー
ト

ル

ー

五
〇

セ

ン
チ

メ
ー

ト

ル

の
溝

が
検
出

さ

れ

、
こ

の
曲

り

か
ど
に
径

四
〇

セ

ン
チ

メ
ー
ト

ル

の
柱

穴
が

四
本
発

見
さ

れ
た
。
東

側

に
は
壁

に
添

っ

て
カ

マ
ド

が
検
出

さ
れ
た

が
遺
構

は
全
面

に

は
明
ら

か
に
さ

れ
な

か

っ
た
。

カ

マ
ド
に
隣

り
あ

っ
て
、

幅

一

.
ニ

メ
ー
ト

ル
、
長

さ
二

・
五

メ
ー
ト

ル
七
〇

セ
ン
チ

メ
ー

ト
ル

の
ピ

ッ
ト

が
検
出

さ
れ

た
。

こ

の
ピ

ッ
ト

は
カ

マ
ド

に
近

い
と

こ
ろ
か

ら
、
貯

蔵
穴
と

考
え

ら
れ

る
。

こ
の
中
か

ら

の
遺

物
は
少

な

い

が
、
鍋

状

の
器
物

が
発
見

さ
れ

た
。

一
号

住
居

か
ら
は

土
器

の
出
土

が
多
く

杯
、
高
杯

、
か
め
、
刀
子
、
紡

錘
車

(
滑

石
製

)
燈
火
器

に
使

用
さ

れ
た
土
器

な

ど
が
発
見

さ
れ

、こ

の
集

落

の
中
心

に
位
置

し
て

い
る
。

二
号

、
三

号
、
四

号
な

ど

の
住
居

吐

は
こ

の

一
号
住

居
肚
を

取

り
か

こ
む

よ
う
な

形

で
配
置

さ
れ
、

い
つ
れ
も

一
辺
が
三

・
五

×
三

・
五

メ
ー

ト

ル
の
小
形

の
竪
穴

住
居

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
小
形

の
竪
穴

は

一
号

住
居

の
増
築

期

の
も

の
で
八

世
紀

末
か

ら
九
世
紀

に

か
け

て
の
土
師

器
が
発

見
さ

れ
て

い
る
。

特

に
二
号
住

居
堆

か
ら
直

刀

の
破
片

が
出

土
し

て

い
る

こ
と

は
注

目

さ
れ
る

こ
と

で
あ
る
。

こ
の
遺
跡

は
周
辺

が
水

田
で
廻

ら
さ
れ

た
丘
陵

に
あ

る
も

の
で
、

】
種

の
城

郭
化

し
て

お
り
、
古

代

の

「
た
ち
」

と
も
考

え
ら

れ
る
。
中

畑

の
岡
崎
家

の
古
地

図

に
は

こ
の
遺

跡
周

辺

の
図
面

が
あ
り
、

国

神

、
内

屋
敷

な
ど
と
関

連

の
あ
る

こ
と
が

明
ら

か
で
あ

る
。
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懸鍵
陀
譲

`暴 レ㌧ 」.罫

繍

104土 器(墨 書)

105

土

器

欝 鍵
魏

ほ

　

に
ト
ヒ

邸蹴
灘

106

土

器

灘 
毒

単濃 難

圏

寺
山
遺
跡

松
倉
部

落

か
ら
北

に
発
達

し
た
丘

陵

の
南

と
東

の
斜
面

で
泉

川

の
河
岸

段
丘

に
及

ん
で

い
る
。
調

査

は
昭
和

四
十

六
年

一
月
に
行

な
わ

れ
た
も

の

で
矢

吹
地
区

圃
場

整
備
事

業

に
伴
な
う

も
の
で
あ
る
。

調
査

が
行
な

わ
れ

た
の
は
南

斜

の
遺

跡

で
四

メ
ー
ト

ル
四

方

の
プ

ラ
ン
を
持

っ
そ

お
り
、
柱

穴
四

本

と
考
、託
ら
れ

る
竪
穴
住

居

で
あ
る
。
「
カ

マ
ド
」
は
北
壁

に
あ

る
と
考
え

ら
れ

る
が

明
ら
か

に
さ
れ

な

か

っ
た
。

住
居

内

か
ら
は
杯

、
長

が
め
な

ど
土
師
器

が
多

く
発

見
さ
れ

た
。

こ

の
南
側

一
段

底
地

に
五

メ
ー
ト

ル
(
南
北

)
、
六

メ
ー
ト

ル
(
東

西
)
の
で

ロ
ー
ム
層

を

一
五

セ

ン

チ

メ
ー
ト

ル
掘
込

ん
だ
竪

穴
遺
構

で
あ

る
。
柱

穴

は
壁

に
接

し
て
掘

ら
れ

て
お

り
必
ず

し
も
等

間
隔

で
な

い
。

こ

の
遺

構
は
調

査
に

よ
る
遺
物

か

ら
鍛
冶
遺

構
と
考

え

ら
れ
た
。

中
央

東
寄

り
に
幅

一
・

五

メ
ー
ト

ル
、
長

さ
ニ

メ
ー
ト

ル

の
凸
字

状

の
焼
け

た
遺

構

が
あ

り
、

こ
れ
は
鍛

冶

の
火

床
と
考

え

　
い
こ

ら
れ

る
も

の
で
、

こ
こ
か

ら
輪

の
羽

口
が
発
見

さ
れ

た
。

こ
の
北
側

壁
を

切
り
込

ん

で
径

一
メ
ー
ト

ル
、
深

さ
四

五

セ
ン
チ

メ
ー
ト

ル
の
円
形

ピ

ッ
ト
が
あ

り
、

こ

の
中

に
砂
鉄

と
考

え
ら
れ

る
黒
砂

状

土

が
混

入
し

て

い
た
。

ま

た
特
筆

す

べ
き

発
見

と
し
て

こ

の
ピ

ッ
ト

の
近
く

に
半

分
に
割

れ
た

石
臼

が
出

土

し
た

こ
と
が
上

ら
れ
る
。
こ

の
遺

構

の
存
在
し
た
年

代
は

九
世
紀
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
発
見

は
貴
重

で
あ

る
。こ

の
工
房

で
使

用
さ
れ

た
木
炭

は
西
南

隅

に
格
納

さ
れ

て

い
た

よ
う

で
あ
る
。

ま

た
東

南
隅

に

一
メ
ー
ト

ル

×
○

・
六

メ
ー

ト
ル

の
方

形
ピ

ッ
ト

が
あ
り

、
こ

の
中

に
約

三
〇
点

の
杯

が
格

納
さ

れ
て

お
り
、
精

査

の
結

果

一
四
点

の
墨

書
銘

を
含

む
内

黒
土

器
器

の
杯

で
あ
る

こ
と

な

ど
が
検
出

さ

れ
た
。

こ
の
鍛
冶
遺

構

の
北
部

三
分

の

一
は
後

世

の
溝

に
よ

り
破

壊

さ
れ

て

い
る
。

前
述

の
住
居

肚

は
こ

の
工

房

の
工
人

の
住

居
と

考
え
ら

れ
る
。

墨
書

土
器

に

つ
い
て

こ
れ

ら

の
土

師
器

は
内
黒

処
理

の
杯

で
あ
る
。
手

法

は
九
世
紀

に

み
ら
れ

る
、
回
転

ヘ
ラ
削

り
を

施

し
底
部

に

ヘ
ラ
調
整

を
行

な

っ
て

い
る
も

の
と

、
回
転

糸
切

り

の
切

り
は
な

し

の
も

の
と

が
同
時

に
出
土

し
て

い
る
。

「
人
上
」
二
点

-
回
転

ヘ
ラ
削

り
底
部

ヘ
ラ
調

整
。

「
利
万
」

四
点
ー

こ
れ
も
前

記

と
同
じ
手

法

に

よ
る
。
「
】
千
万
」
三
点
ー

こ
れ
も
上
記

と

同
じ
手
法

に

よ
る
も

の
で
あ

る
。
「
千
万

」
二
点
1

こ

の
二

点

は
底
部

が
回

転
糸

切
り

に
よ
る
手

法
に

よ

っ
て

い
る
。

解
読
不

明

の
も

の
三
点

で
あ
る
。

こ
れ
ら

は

い
つ

れ
も
古

代

の
人

名
と
考

え
ら

れ
る

も

の
で
あ
る
。
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20

須
恵
器
長
く
び
壼

1

4
号
住
居
跡
出
土

,5cm～

團

下
荒
具
B
-
2
遺
跡

住
居

趾

一
号

住
居

趾

表

土
よ

り

一
・
ニ

メ
ー
ト

ル
に
床
面

が
あ

り
、
六

メ
ー
ト

ル

四
方

の
竪
穴
住

居

で
あ
る
。

こ
の
住

居

の
竈

は
創

建
時

に
は
東

向
に
設

置
さ

れ

た
も

の
で
あ

る
が
、

の
ち
北

側

に
移

築

さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
煙

道

は
二

・
五

メ
ー

ト
ル

の
長

さ

で
あ
る

こ
と
が
確

認

さ
れ
た
。

な
お
焚

口
の
構

造

は
両
袖

に

長

甕
を

さ
か

さ
に
立

て
、
灰

と
粘
土

を
混

合
し

て
築

い
た
も

の
で
あ

る
。

遺
物

は
内
黒

土
師

が
主

で
、
杯

に
は

「
国

」

「圃

」

の
墨
書

と

ヘ
ラ
書

き

が

あ

っ
た
。

こ
れ
ら

の
土
器

は

い
ず

れ
も

ロ
ク

ロ
土
師

器

で
九
世
紀

後
半

に
位
置

付

け
ら

れ
る
も

の
で
あ
る
。

二
号
住

居
祉

・
三
号

住
居
坑

こ

の
二
基

の
住

居
祉

は
製
鉄
遺

構

の
竪
穴

の
床
を

切

っ
て
構
築

し
て

い
る
も

の
て
あ

る
。

い
ず

れ
も

四

メ
ー

ト

ル
四
方

の
竪
穴

で
あ
る
。

二
号

は
火
災

に
あ

っ
た
と
考

え
ら

れ
る
も

の

で
、
遺

跡

の
保
存
も

良
く

は
な
く

、
耕
作

に
よ

る
破

壊
も

は
な

は
だ

し

い
。

遺

物
は
須

恵
器

及
び

土
師
器

が
多
く

、

】
号

住
居

と
同
時

期
と
考

え
ら

れ
る

ロ
ク

ロ
土
師

器

が
発
見

さ
れ
た
。

三

号
住
居

吐
は
製

鉄
遺

構

の
南

側

の
床

を
切

っ
て
構

築
さ

れ
て

お
り
、
遺

構

の
保

存
状
況

は
良

い
。

四
本

の
柱

穴
も
四

〇

セ
ン
チ

メ
ー
ト

ル
前
後

で
あ

る
。

竈

は
東

に
構

築
さ

れ
て

い
た
。

発

見
さ
れ

た
遺
物

は
須
恵

器
及

び
土
師

器
が
多

く
、
「
王
」
の
墨
書
銘

を
も

つ

内
黒

土
師
を

は
じ

め
、
高

さ
八

セ
ン
チ

メ
ー
ト

ル

の
長

頚
壺
な

ど

で

ロ
ク

ロ
土

師
器

の
時

期

で
あ

る
。
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太

子
堂
遺
跡

町
二

一
八

幽4

趨
・ 醗 町 一
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121全 景

團

太
師
堂
遺
跡

太
師

堂
遺
跡

は
寺

山
遺
跡

の
北
方

五
〇
〇

メ
ー

ト

ル
に
あ
り
泉

川

の
河
岸
段

丘
に
続

く
丘
陵

地
帯

で
あ

る
。

圃
場

整
備

工
事

が
行
な
わ

れ

た
畑

か
ら

土
器

が

発
見

さ
れ
注
目

さ
れ

た
が
、
遺

跡

は
破

壊

さ
れ

て
し
ま

っ
た
。

そ

こ
か
ら
発
見

さ
れ

た
完

形

の
内
黒

処
理

が
行
な

わ
れ

た
杯

に

「
壬

・
申
」

の
墨

書

が
あ

っ
た
。

「
壬

」

は
体
部

に
書

か
れ

「申

」

は
底

部

に
書

か
れ
て

い
る
た

め
、
ど

の
よ
う

な
意
味

を
持

つ
も

の
か
明
ら

か

で
な

い
。

土
器

の
製
作

手
法

は
体
部

下
半

に
回
転
箆

削
り

の
ほ
ど

こ
さ

れ
底
部

は
削

り

お

こ
し

の
う

え
調
整

を
行
な

っ
た
も

の
で
あ
る
。「壬 」 「申」 の墨書 銘 の ある土器122
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一
編

原
始

・
古
代
ー

考
古
資
料

解
説

矢
吹
町

の
生

い
た
ち

を
示
す

資
料

と
し

て
、
考
古

資
料

が
重
要

な
役
割

を
占
る

こ
と

は
申
す
ま

で
も
な

い
こ
と
で
あ

る
。

矢
吹
町

は
地

形
的

に
そ

の
東
部

は
、

阿
武

隈
川

の
沿
岸

で
あ

り
、
旧

石

器

か
ら
縄

文
、
弥

生
、
古

墳
、
古

代

と
数
多

く

の
遺

跡
が
存

在
す

る
。

こ

の
遺

跡
を

調
査

し
研
究

す
る

こ
と
に

よ

っ
て
、
日
本

民
族

の
歴
史

の
発
展

史
上

、
矢

吹

の
置
か
れ

た
位
置

を
知

る
こ
と

が
出
来

る
。

く
わ

し

い
こ
と
は
通
史

に
譲

る

こ
と

と
し

て
、
今

ま
で
発

見
さ

れ
た
資

料

に

つ

い
て
簡
単

に
述

べ
て

み
る
と
、

今
か

ら
約
三

万
年
前

阿
武
隈

川

の

沿
岸

三
神

地
区

の
陣

ケ
岡

に
、

旧
石
器
時

代

の
人

々
が
生
活

し

て
い
た

こ

と
を

示
す

石
器

が
発
見

さ
れ

て

い
る
。

こ

の
頃

か
ら
我

々
の
先

祖

は
矢
吹

地
方

に
住

ん

で
い
た
よ

う
で
あ

る
。
約

八
千
年

ほ
ど
前

の
遺

物
と

し
て
中

畑

の
泉
川

に
面
し

た
下
荒

具
を

は
じ
め
数

ケ
所

の
遺
跡

か
ら
縄

文
早

期

の

土
器

が
発
見

さ
れ

て

い
る
。

こ
れ

に
続

い
て
縄

文
前
期

に
は
松

房
池

(
中

畑

)
、
渡
池
遺

跡

(
中
畑

)
、
赤

沢
山
遺

跡

(大

和
久

)
が

あ
る
。

中
期

に
入

る
と
越
中

山
遺

跡

が
泉

川

の
南

の
丘

陵

に
栄

え

た
。

こ
の
時
期

の
も

の
と

し
て
向

原

(中

畑
)

を
あ
げ

る

こ
と
が

で
き
る
。

後
期

か
ら
晩

期
に

か
け

て
柏
山

(
中
畑

)
、
赤

沢

(大

和
久

)

に
遺

跡

が
あ
る
。

こ
の
時

期

に
な

る
と
、

丘
陵
上

に

の
み
生
活

し
た

の
で
は

な
く
、
沖

積
平

野

に
も
進

出
し

て
、
次

の
弥
生
時

代

へ
の
移
行

と
深

い
関
連

を
も

つ
よ

う
に
な

っ
て

く
る
。

弥
生

時
代

は
米
作

文
化

の
導
入

に
よ

っ
て
、
今

日

の
文
化

の
先

駆
を

な

す
も

の
で
あ

る
。
北
九

州

に
は
紀

元
前
三

世
紀

か
ら
栄

え
る

が
東

北
地

方

に
影
響

を
及

ぼ
す

の
は
遅

く
、
中
期

(
紀

元
前
百

年

)
と
考
え

ら
れ

て

い

る
。

赤

沢

(
大

和

久

)
、
愛

宕

下

(
中

畑

)
、
赤

淵

(中

畑

)
、
赤

淵

(
三
城

目

)
な
ど

に
弥

生

文
化

が
定

着

し
、
低

湿
地
帯

を
開

墾
し

て
籾

を

ま

い
て
生
産

を
す

る
新

し

い
時
を

む
か

え
た

の
で
あ

る
。

米
作

を
中
心

と
す

る
文
化

は
、
富

の
蓄

積

に
よ

り
、
豪

族

の
発
生
を

促

し
た
。

四
世
紀

に
な

る
と
遺

跡

か
ら
発
見

さ
れ

る
土
器

も
無
文

の
も

の
が

多

く
全
国

的

に
斉

一
性

の
強

い
土
師

器

が

つ
く

ら
れ

た
。

ま

た
鉄
器

の
普

及
農
業

技
術

の
向
上

に
よ

っ
て
、
地

方

に
発
生

し
た
豪
族

は

、
そ

の
勢

力

を
誇
示

す
る

た
め

か
、
墓

は
大
き

な
高
塚

の
古
墳

が

つ
く
ら

れ
た
。

こ
れ

ら

の
古

墳
に

は
中
期

に
な

る
と
、
埴

輪
を

め
ぐ

ら
し

た
も

の
が
出
る

よ
う

に
な

り
、
地
方

の
古
墳

文
化

の
最
成

期
を

む
か

え
る

の
で
あ

る
。

鬼
穴

古

墳

(
神

田
)

、
谷
中

一
号
墳

(
三
城

目

)
は
大

型

の
横

穴
式

石
室
を
も

ち
く
に
の

四
〇

メ
ー
ト

ル
に
及

ぶ
墳
丘

を
も

つ
も

の
で
あ

る
。

こ
の
時
代

は
白

川
国

み
ヤ
　

ら

造

が
勢

力
を
持

ち
矢
吹

地
方

を
支
配

し

た
時

代

で
あ
り

、
こ

の
国

造
と

関

係

の
あ

る
豪
族

が
神

田
、
三
城

目
地

区
に
本

拠
を

お

い
て

い
た
こ
と

が
考

え
ら
れ

る
。
七

世
紀

ま
で
古
墳

時
代

は
続

き
、
中

央
政
府

の
支

配
に
よ

る

律
令

時
代

へ
と
移

行

し
て

ゆ
く

の
で
あ
る
。

律

令
時

代

に
入
る

と
矢
吹

地
方
は

白
川

郡
に
属

し
、
松

戸
郷

に
推
定

さ

れ

る
。
ま

た
東

山
道

の
通
過
地

で
古
代

の
集

落
と

さ
れ

て

い
る

土
師
器

の

多

く
出
土

す
る
遺

跡

が
多

い
。

さ

て
白
川
郡

の
郡
衙

の
あ

っ
た
関

和
久

か

ら
五

キ

ロ
メ
ー

ト

ル
と

近
く

、
古
代

白
川
郡

の
中
心

部

に
位
置

し
て

い
た

こ
と
が
考

え
ら

れ
る
。
中

畑

の
か
に

沢
か

ら
発
見

さ
れ

た
瓦
窯
趾

は
布
目

瓦
を

焼

い
た
生
産
遺

跡

で
あ

る
。

こ
こ
か

ら
出
土

し
た
平

瓦
に

「寺

」

の

へ
ら
書

の
あ
る
も

の
で
あ
る
と

こ
ろ

か
ら
、

白
河
市

借
宿
廃

寺

に
使

用

さ

れ

た
瓦

の
窯

祉
と

し

て
注

目
さ

れ
時
期

も
奈
良

時
代

前
期

と
考
え

ら
れ

て

い
る
。

中
畑

地
区

は
生
産

遺
跡

が
多

く
、

こ
の
か

に
沢
窯

趾
に
伴
な

う
住

居
鮭

に
は
銅

を
精
練

し

た
と
考

え
ら

れ
る
炉

の
破

片

、
鉱
澤

、
銅
塊

な
ど

が
発

見
さ

れ
て

い
る
。

ま
た
下
荒

具
B

か
ら

は
製
鉄
遺

構

が
発
見

さ
れ
、
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寺
山
遺

跡

は
大

規
模

な
製
鉄
遺

構

と
、

こ
れ
を
加

工
し

た
小
鍛

冶
遺
構

が

あ

り
、

こ
れ
ら

の
遺

跡

か
ら
は
多

数

の
墨
書

土
器

が
発

見
さ

れ
て

い
る
。

こ
れ
ら

の
資
料

か
ら
考

え
て

、
松
倉

、
中
畑

の
泉

川
沿
岸
地

帯

に
は
律

令
時

代

の
大

集
落

が
あ

り
、
高
度

な
生
産

活
動

が
行

わ
れ

て

い
た
。

こ
れ

の
遺

跡
群

は
関
和

久
に
置

か

れ
た
自
川

郡
衙

の
重
要

な
工
業

地
帯

と
し

て

高
度

な
技

術
を
も

っ
た

工
人

の
集

団

で
あ

り
、
墨
書

土
器

の
発
見

か
ら
、

文

化
的

に
も
高

い
水
準

に
あ

っ
た

こ
と
が
明

ら
か

で
あ
る
。

こ
の
時

代

の

矢

吹
地
万

は
、
東

北
地

方
開
発

の
拠
点

と

し
て
中
央

の
強

い
影
響

下
に

あ

っ
た
も

の
と
考

え
ら

れ
る
。

(
永
山
倉

造

)
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